


CBD用マイラーバッグ：製品ラインごとにフォーマット、充填量、チャイルドレジスタンス規則を合わせる方法

Details
結論から： CBD用マイラーバッグは、ブランド単位ではなく製品ライン単位で選びます。SKUごとに、四つの点を確認してください。充填内容（1 gのサンプル、3.5 gのエイス、
プレロール単品、用量設定済みのエディブル）、使い切りか再封可能か、表示しなければならない必須ラベル文言の量、そして、ポーチとジッパーの仕様そのものについて16 CFR
1700.20に基づくチャイルドレジスタンス試験報告書があるかどうかです。この四点は、パッケージ指示書を書く前にすべて決めておきましょう。

大麻やヘンプのブランドの多くは、単一の製品から始めるわけではありません。まずエイスサイズのストレイン（品種）から始め、プレロール、次にグミと広げていくうちに、一つの「共通
ポーチ」が三つの規制上の課題を同時に抱えることになります。本ガイドでは、CBD用マイラーバッグとTHC用マイラーバッグを製品ライン別に分ける方法、各充填内容に実際に合う
ポーチ形態、そしてクロージャーとラベルレイアウトを左右する規則を解説します。以下の規制関連の数値はすべて、2026年十月時点の政府または規格団体の公開テキストで確認してい
ます。

全SKUで同じポーチを使うとうまくいかない理由
課題。 ブランドが印刷済みのポーチサイズ一種類とジッパー一種類を発注し、フラワー、プレロール、グミのすべてに使い回します。しかし、製品ごとにポーチへの要求は異なります。フラ
ワーには、バッズが潰れないようヘッドスペースが必要です。プレロールには、長さと、曲がりを防ぐ保護が必要です。複数回分のエディブルには、最初の開封だけでなく十回目の開封後も
チャイルドレジスタンスを保つクロージャーが必要です。

困りごと。 失敗は校正（プルーフ）の段階ではなく、発売後に表面化します。平らなポーチに入ったトップシェルフのフラワーが「パンケーキのように潰れていた」という写真を、消費者が
投稿します。ヒートシールを備えずジッパーだけで閉じるタイプは、数時間以内に臭いが漏れます。警告表示パネル、ユニバーサルシンボル、含有量表示が読みやすいサイズに収まらず、店
頭から撤去されたパッケージもあります。最も高くつく失敗は、チャイルドレジスタンスの表示です。連邦規則は、チャイルドレジスタンスを、特定のパッケージ設計が試験パネルで示した
性能として測定します。そのため、フィルムやジッパーが異なるポーチに、その結果が自動的に引き継がれることはありません。16 CFR 1700.15[1]

解決策。 製品ラインごとに一行ずつ割り当てた梱包マトリクスを作成します。各行には、充填内容、フォーマット、クロージャーの種類、ラベル情報量、そしてサプライヤーが提出すべき試
験エビデンスを記録します。以下のセクションで、各列の埋め方を順に説明します。
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パッケージ指示書における「CBD用マイラーバッグ」の意味
業界で「マイラーバッグ」といえば、多層フレキシブルポーチの通称です。通常は、印刷可能なポリエステル（BoPET）の外層、メタライズドフィルムまたはアルミ箔のバリア層、内側
のポリエチレン製シーラント層で構成されます。「マイラー」はフィルムの商標であり、バリア性能の仕様でも、法令適合の状態でもありません。指示書に「CBD用マイラーバッグ」とだ
け書いても、サプライヤーにはほとんど何も伝わりません。重要なのは、フォーマット、構成、クロージャー、そしてそれぞれを裏づける書類です。

ポリエステルの外層は、ポリエチレンテレフタレート系ポリマーに関するFDAの食品接触規則の対象です。この規則は、クロロホルム可溶抽出物を0.5 mg/in²以下とするなどの制
限を定めています。条件は、蒸留水への2時間の暴露後、250°Fです。21 CFR 177.1630[2] これは主にエディブルに関わります。ポーチが食品に触れるためです。エディ
ブルの場合、FDAは適合性を、食品の種類と使用条件（乾燥食品か脂肪性食品か、常温か高温充填かなど）に結びつけています。宣言書は、これらの条件を明記していなければ役に立ちま
せん。FDA：食品の種類と使用条件[3]

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700/section-1700.15
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-177/subpart-B/section-177.1630
https://www.fda.gov/food/packaging-food-contact-substances-fcs/food-types-conditions-use-food-contact-substances


マトリクスのどの行にも影響する区別が一つあります。ヘンプ由来CBDと州ライセンスのTHCは、規制当局が異なります。ライセンスを受けた大麻のパッケージは、州の大麻プログラ
ムに従います。ヘンプ由来CBDは、連邦のヘンプ法に加え、州ごとに異なるヘンプ規則の寄せ集めに従い、そうした州の一部は大麻のパッケージ要件をそのまま取り入れていま
す。2025年十一月に成立した連邦法はヘンプの定義を狭めるもので、2026年十一月に施行される予定です。この変更により、酩酊作用のある一部のヘンプ製品がヘンプの流通チャネ
ルから外れる可能性があります。アートワークを確定する前に、各SKUがどの規制体系に該当するか、弁護士に確認してもらってください。

CBD用マイラーバッグを製品ラインごとに合わせる方法
SKUごとに、次の手順を順番に進めてください。ほとんどの手順は、サプライヤーに連絡する前に完了できます。

ステップ1：充填内容を重量・個数・物理的形状で確定する

ラベルに表示する正味量をそのまま記録します。たとえばフラワーなら、1 g、3.5 g（エイス）、7 g、14 g、28 gなどです。プレロールは、本数と一本あたりの重量を記録
します。エディブルは、個数×ミリグラム数を記録します。次に、物理的形状を確認します。フラワーはかさばり、壊れやすい製品です。プレロールは硬く、長さ方向に潰れやすい製品です。
グミは熱でくっつくことがあります。トピカルのサンプルは油分を含みます。重量が同じ二つのSKUでも、必要なポーチが異なる場合があります。密度の高い室内栽培フラワーの3.5 g
の袋は、ふんわりした屋外栽培フラワーの3.5 gよりも、はるかに体積が小さくなります。

ステップ2：使い切りか再封可能かを決める

この判断がクロージャーを決めます。プレロール単品や10 mgのグミ単品は、通常一回で消費されるため、ヒートシールとティアノッチ（切り込み）で足りる場合があります。そのパッ
クにチャイルドレジスタンスが必要かどうかは、州によって異なります。エイス、プレロールのマルチパック、10個入りのグミパックは、繰り返し開封されます。連邦基準では、再封可能
な特別パッケージは、その用途で想定される開封回数にわたってチャイルドレジスタンスの有効性を維持しなければなりません。ここがCRジッパーのコストに見合う場面です。

ステップ3：製品が耐えられるフォーマットを選ぶ

3方シールのフラットポーチは、平らに置けて圧縮されても問題ない製品に適しています。サンプル、単回分のエディブル、サシェ、カートンに入れて出荷するポーチなどです。自立せず、
潰れを防ぐ保護もありません。そのため、プレミアムフラワー向けのエイス用マイラーバッグは、スタンドアップ形態や、硬質の外箱に入れたフラットポーチに移行することが多くあります。
プレロール用マイラーバッグは、シール代を残してポーチの長さに収まる単品に最適です。マルチパックは通常、チューブ、缶、カートンに入れます。フラット形態が製品ラインに合う場合
は、 サンプル・単回分パック向けカスタムフラットマイラーポーチ のページをご覧ください。このページではサイズ、構造、クロージャー仕様を扱っており、本ガイドでは同じ内容を繰り
返しません。

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-flat-mylar-pouches.html


ステップ4：必須ラベル表示を2つのパネルに割り当てる

フラットポーチには表と裏の面しかなく、あふれた表示を収めるガゼットや底面パネルがありません。サイズを選ぶ前に、州が求める表示をすべて洗い出してください。典型的な項目は、ユ
ニバーサルシンボル、政府の警告表示、分量ごとおよびパッケージ全体の含有量、正味重量、バッチ番号またはロット番号、ライセンスまたは製造者の識別情報、QRコードなどの試験結果
への参照です。成人向け利用が認められている州の多くは、エディブルをパッケージあたりTHC 100 mgまでに制限し、10 mgずつの分量で構成することを求めています。その
ため、これらのラベルでは分量ごとの表示が必須です。まず必須要素を法定の最小サイズで配置し、残りのスペースをブランドのアートワークに充ててください。表示が収まらない場合は、
より大きなポーチ、パネル数の多い形態、または外装カートンが必要です。警告文を小さくするという選択肢はありません。

ステップ5：州ごとの不透明性、デザイン、CRレベルの規則を確認する

エディブルに不透明なパッケージを義務づける州があります。多くの州は、子どもの関心を引きかねない図柄、たとえば漫画、キャンディのようなイラスト、スナック菓子ブランドを鮮やか
に模したデザインを制限しています。チャイルドレジスタンスをどこに設けるべきかも州により異なり、製品パッケージ自体に求める州もあれば、購入時に渡す外袋や外側の容器でのCRを
認めてきた州もあります。各SKUを販売する州ごとに規則を記録してください。同じポーチでも、窓の有無、配色、クロージャーがこれらの規則によって変わるためです。

ステップ6：製品ラインごとに1ページの指示書を作成する

各ページには、充填内容、フォーマット、クロージャー、ラベル情報量、対象州、そして必要なエビデンスを記載します。エビデンスとは、仕様そのものに対するCR試験報告書、エディブ
ル向けの食品接触宣言書、鮮度に関する主張を行う場合のバリアデータです。サプライヤーは、そのページだけを見て、推測せずに見積もりを出せます。

チャイルドレジスタンス：連邦プロトコルが実際に試験する内容
ほとんどの州の大麻プログラムと多くのヘンプ規則は、連邦の中毒予防包装プロトコルを参照しています。このプロトコルは素材を認証するものではなく、パッケージ設計を人で試験するも
のです。16 CFR 1700.15では、特別パッケージは、開封の実演前に子どもの開封を阻止する有効性が少なくとも85%、実演後は少なくとも80%であり、成人の少なくと
も90%が開封し、適切に再封できなければなりません。[1]

試験手順は16 CFR 1700.20に定められています。月齢42 to 51か月の子どもが、50で構成されるパネルでパッケージの開封を試みます（最大200人の子ども）。実演
前に5分間、実演後にさらに5分間試みます。別途、年齢50 to 70歳の成人のパネルが、パッケージを開封でき、再封もできることを確認します。16 CFR 第1700部 試験手
順[4] 実務上は、次の三つのことが言えます：

試験報告書は、仕様と一致していなければなりません。あるフィルム、あるポーチサイズで合格したジッパーでも、より厚いラミネート、異なる幅、あるいは閉じ口の近くに吊り
下げ穴を開けたポーチでは、自動的にCR適合とはなりません。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700/section-1700.15
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700


「CRスタイル」や「チャイルドレジスタンスを意図した設計」は、意図の説明にすぎません。試験報告書があるか、誰が実施したか、どのポーチ構成で試験したかを確認してく
ださい。
再封可能なパックは負担が重くなります。エイスやグミのマルチパックが10回または20回開封される場合は、製造直後の状態だけでなく、繰り返し開閉した後のクロージャー
を試験してください。

製品ライン比較：エイス、プレロール、エディブル、サンプル
この表をマトリクスの出発点として使ってください。「適合度」は、3方シールのフラットポーチがその製品にどれだけ合うかを示すもので、品質の優劣を示すものではありません。

製品ライン 一般的な充填量 フラットポーチ
適合度 クロージャーの考え方 ラベルの負荷 指示書メモ

フラワーのサンプル／プレパッ
ク 1 g 適している 多くは使い切り。州のCR規則を確認

パネルの大きさに
対して負荷が大き
い

警告表示を先に配置する。小さなパネルはすぐ埋まる

エイス（フラワー） 3.5 g 条件付き 成人向け市場の大半では再封可能なCRク
ロージャー 中程度 潰れるリスクあり。スタンドアップ形態、またはカートン

入りのフラットポーチを検討
クオーター〜オンス（フラ
ワー） 7–28 g 適さない 再封可能なCRクロージャー 低い かさがあるため、ガゼット形態やスタンドアップ形態が向

く

プレロール単品 1個 条件付き 使い切りシール。必要な場合はCR 中程度 ポーチの長さにシール代を含めること。曲がりへの保護も
必要

プレロールのマルチパック 複数個 適さない 再封可能なCRクロージャー 低い チューブ、缶、カートンのほうが適していることが多い

単回分エディブル 1回分 適している ヒートシール＋ティアノッチ。CRは州の
規則に従う 高い 食品接触宣言書と不透明性の確認

複数回分エディブル 個数×mg 条件付き 再封可能なCRジッパー（繰り返し開閉後
に試験）

高い（分量ごとの
含有量表示） グミは熱でくっつくため、ヘッドスペースを確認

CBDトピカルまたはウェ
ルネスのサンプル サシェの一回分 適している 使い切りシール 中程度 シーラントが油分や溶剤に適合するか、サプライヤーに確

認してもらう

二つの傾向が目立ちます。フラットポーチが最も力を発揮するのは、製品が小さい、一度で消費される、または外側のカートンで守られている場合です。かさばる、壊れやすい、何度も開封
される製品では、最も不利になります。一つのブランドの中で、フラットポーチを使うラインとスタンドアップ形態を使うラインが混在するのは、ごく普通のことです。



ポーチに表示すべきでない臭い・バリア・サステナビリティの主張
ポーチが裏づけられるのは、そこに印刷された主張だけですが、購入者は仕様では裏づけられない主張を印刷しがちです。注意すべき領域は三つあります。

臭い。 押して閉じるタイプのジッパーには、微細なすき間が残ることがあります。公表されたある臭い官能試験では、ジッパーのみのポーチは二時間以内に検知できる臭いが漏れた一方、ジッ
パーの上をヒートシールしたポーチは臭いを閉じ込めました。SKUを防臭として訴求する場合は、輸送・保管用にジッパーの上のヒートシールを指定してください。ジッパーは開封後の利
便性を高める機能として位置づけ、臭いのバリアとして扱わないでください。

バリア性。 メタライズドフィルムと純アルミ箔は、店頭では見分けがつきませんが、性能は異なります。業界の文献では、薄いゲージ（板厚）のアルミ箔にはピンホールがあり、酸素や水分
が入り込むとされています。TAPPI：箔のピンホールについて[5] 鮮度に関する主張を行う場合は、試験データに結びつけてください。水蒸気透過度はASTM F1249に基づいて測
定され、厚さ3 mmまでのプラスチックフィルム、多層フィルム、箔に適用されます。ASTM F1249[6] 酸素透過度はASTM D3985に基づいて測定され、現
在D3985-24として改訂作業中です。ASTM D3985[7] 箔とメタライズドフィルムのどちらを選ぶかは材料仕様の判断であり、製品ページで扱っています。

サステナビリティ。 FTCグリーンガイドでは、限定なしの「リサイクル可能」表示を行うには、その品目が販売される地域の消費者の相当大多数がリサイクル施設を利用できなければなら
ず、ガイドはこれを60%と定義しています。リサイクル性を大きく制限する構成要素が一つでもあれば、その表示は欺瞞的となります。16 CFR 260.12[8] 箔やメタライズドラ
ミネートがこの基準を満たすことはまれです。カリフォルニア州のSB 54規則は、さらに別の要件を加えます。この規則は2026年五月に発効し、生産者に2026年6月1日までの
登録を義務づけており、プログラムの開始は2027年1月1日です。CalRecycle SB 54[9] 法定の目標は、使い捨てパッケージの100%をリサイクル可能またはコンポス
ト可能にすること、リサイクル率を65%にすること、そして25%の削減を2032年までに達成することです。Recycling Today[10] 連邦議会に提出されたPack
Actは、リサイクル可能表示に第三者認証を義務づけるものですが、2026年十月時点ではまだ法案の段階です。Packaging Dive[11] カリフォルニア州で販売する場合は、
今のうちにマトリクスへ各ポーチの材料区分を記録しておいてください。

https://www.tappi.org/content/enewsletters/eplace/2006/22-2murray.pdf
https://v1backup.astm.org/Standards/F1249.htm
https://www.astm.org/membership-participation/technical-committees/workitems/workitem-wk91974
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
https://calrecycle.ca.gov/packaging/packaging-epr/
https://www.recyclingtoday.com/news/california-senate-bill-54-regulations-approved-and-in-effect-epr/
https://www.packagingdive.com/news/pack-act-introduced-congress-labeling-ameripen/808171/


よくある質問
FAQ：CBD用マイラーバッグとTHC用マイラーバッグは違いますか？

ポーチの構造は同一でもかまいません。違うのは、規制当局とラベルの内容です。ライセンスを受けた大麻向けのTHC用マイラーバッグは、州の大麻プログラムの警告表示、シンボ
ル、CR規則に従います。ヘンプ由来CBDはヘンプ規則に従いますが、これは州によって異なり、2026年十一月に施行予定の連邦のヘンプ再定義によって変わる可能性があります。
指示書は、カンナビノイドの種類ではなく、規制当局を軸に組み立ててください。

FAQ：エイス用マイラーバッグはフラットポーチでもよいですか？

可能ですが、潰れに注意が必要です。フラットポーチでは、3.5 gの充填に構造的なヘッドスペースがなく、繊細なフラワーは圧縮された状態で届くことがあります。硬質のカートンに入
れて出荷する場合や、フラワーの密度が高い場合は、フラットでも問題ありません。店頭の棚にそのまま陳列するプレミアムフラワーには、通常、スタンドアップ形態のほうがバッズの形を
保護できます。

FAQ：プレロール用マイラーバッグにはチャイルドレジスタンスのジッパーが必要ですか？

州と、そのパックが再封可能かどうかによります。プレロール単品は、管轄によっては再封不可のCRパッケージが認められたり、CRの外側容器で対応できたりします。繰り返し開封され
るマルチパックは、一般に再封可能なCRクロージャーが必要で、そのポーチ仕様そのものを対象とした16 CFR 1700.20に基づく試験報告書が求められます。

FAQ：「チャイルドレジスタンス」は素材の認証ですか？

いいえ。連邦プロトコルは、子どもと成人のパネルを用いて、完成したパッケージ設計を試験します。実演前の有効性は少なくとも85%、実演後は少なくとも80%、成人の有効性は少
なくとも90%です。フィルム、サイズ、ジッパーのいずれかが変わると結果が無効になる場合があるため、自社の構成に一致する報告書を求めてください。

FAQ：箔のマイラーポーチに「リサイクル可能」と印刷できますか？

限定なしでは、通常できません。FTCは、限定なしの表示には、その品目が販売される地域の消費者の少なくとも60%がリサイクルを利用できることを求めています。多層の箔ポーチや
メタライズドポーチが、路上回収プログラムで受け入れられることはまれです。代わりに、ポーチのバリア機能について正確な表現を使ってください。

FAQ：見積もりを依頼する前に、サプライヤーへ何を送ればよいですか？

製品ラインごとに1ページを送り、充填内容、フォーマット、クロージャーの種類、必須ラベル要素、対象州を記載してください。あわせて、期待するエビデンス（CR報告書、エディブル



向けの食品接触宣言書、鮮度表示を行う場合のバリアデータ）も添えます。そうすれば、サプライヤーは推測ではなく、明確な仕様に基づいて最小発注数量、価格、納期を見積もれます。

重要ポイント
チャイルドレジスタンスは特定のパッケージの合格率であり、素材の特性ではない — 実演前≥85%、実演後≥80% (出典)
CR試験は実際の子どものパネルを使うため、報告書は自社の仕様そのものと一致している必要がある — 最大200人の子ども、月齢42–51か月 (出典)
エディブル用ポーチには、「食品グレード」という表示ではなく、各層の食品接触エビデンスが必要 — PETの抽出物は0.5 mg/in²に制限 (出典)
鮮度に関する主張は、標準化された透過度試験に基づくべき — ASTM F1249は3 mmまでのフィルムと箔を対象 (出典)
限定なしの「リサイクル可能」表示には、広範なリサイクル利用環境が必要 — 「相当大多数」は消費者の60%と定義 (出典)
カリフォルニア州のパッケージ拡大生産者責任（EPR）制度が、ポーチの材料選択に適用されるようになった — リサイクル率の目標は65%、期限は2032年 (出典)

まとめ：ブランド単位ではなく、製品ライン単位で指示書を作る
刷り直しや店頭から撤去されるSKUを避けているブランドは、サプライヤーと話す前に、製品ラインごとにフォーマット、クロージャー、ラベルレイアウトを決めています。フラットポー
チは、サンプル、単回分、そしてカートンに入れて出荷するものに適しています。エイス、マルチパック、複数回分のエディブルは、潰れのリスク、再封可能なチャイルドレジスタンス、ラ
ベルスペースをより慎重に確認する必要があります。マトリクスでフラット形態に合うラインがわかったら、 フラットヒートシールポーチの仕様 を使って仕様を定め、数量に応じた価格と
納期の見積もりを依頼してください。
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